
JP 2010-178528 A5 2012.2.2

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2010-178528(P2010-178528A)
【公開日】平成22年8月12日(2010.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-032
【出願番号】特願2009-19172(P2009-19172)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/04     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/42     (2006.01)
   Ｇ０１Ｒ  31/36     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/34     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   7/04    　　　Ａ
   Ｈ０１Ｍ  10/44    　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｍ  10/42    　　　Ｐ
   Ｇ０１Ｒ  31/36    　　　Ａ
   Ｈ０２Ｊ   7/34    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月14日(2011.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
主電源と負荷の間に電気的に接続された蓄電装置であって、
前記蓄電装置は、前記主電源の電力を蓄える蓄電部と、
前記主電源と前記蓄電部の間に電気的に接続された充電回路、および電流検出回路からな
る直列回路と、
前記主電源に電気的に接続された主電源電圧検出回路と、
前記蓄電部に電気的に接続された昇圧回路、および蓄電部電圧検出回路と、
前記昇圧回路の出力電圧（Ｖｏｕｔ）と前記主電源の電圧（Ｖｂ）の内、高い方を前記電
流検出回路の駆動電圧（Ｖｃｃ）として出力する選択回路と、
前記充電回路、電流検出回路、昇圧回路、主電源電圧検出回路、および蓄電部電圧検出回
路に接続された制御回路と、を備え、
前記電流検出回路は、シャント抵抗器と、
前記シャント抵抗器の両端に入力端子が接続されたオペアンプと、を内蔵し、
前記選択回路の出力である前記駆動電圧（Ｖｃｃ）は前記オペアンプに印加される構成を
有し、
前記制御回路は、前記蓄電部を充電する際に、前記主電源電圧検出回路で検出した前記主
電源の電圧（Ｖｂ）が既定電圧（Ｖｂｒ）以上になれば、前記昇圧回路を動作させるとと
もに、
前記電流検出回路の電流出力（Ｉ）が既定電流（Ｉｒ）になるように、かつ、前記蓄電部
電圧検出回路で検出した前記蓄電部の電圧（Ｖｃ）が充電完了電圧（Ｖｃｓ）に至るよう
に前記充電回路を制御するようにした蓄電装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の蓄電装置は、主電源と負荷の間に電気的に
接続された蓄電装置であって、前記蓄電装置は、前記主電源の電力を蓄える蓄電部と、前
記主電源と前記蓄電部の間に電気的に接続された充電回路、および電流検出回路からなる
直列回路と、前記主電源に電気的に接続された主電源電圧検出回路と、前記蓄電部に電気
的に接続された昇圧回路、および蓄電部電圧検出回路と、前記昇圧回路の出力電圧（Ｖｏ
ｕｔ）と前記主電源の電圧（Ｖｂ）の内、高い方を前記電流検出回路の駆動電圧（Ｖｃｃ
）として出力する選択回路と、前記充電回路、電流検出回路、昇圧回路、主電源電圧検出
回路、および蓄電部電圧検出回路に接続された制御回路と、を備え、前記電流検出回路は
、シャント抵抗器と、前記シャント抵抗器の両端に入力端子が接続されたオペアンプと、
を内蔵し、前記選択回路の出力である前記駆動電圧（Ｖｃｃ）は前記オペアンプに印加さ
れる構成を有し、前記制御回路は、前記蓄電部を充電する際に、前記主電源電圧検出回路
で検出した前記主電源の電圧（Ｖｂ）が既定電圧（Ｖｂｒ）以上になれば、前記昇圧回路
を動作させるとともに、前記電流検出回路の電流出力（Ｉ）が既定電流（Ｉｒ）になるよ
うに、かつ、前記蓄電部電圧検出回路で検出した前記蓄電部の電圧（Ｖｃ）が充電完了電
圧（Ｖｃｓ）に至るように前記充電回路を制御するようにしたものである。
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